
特定非営利活動法人	
 日本市民スポーツ海外交流協会	
 

平成 21年度	
 年次総会	
 議事録 
 
1.開催日時	
 	
 	
 平成 21年 6月 11日	
 午後 6:30～午後 8:30 
2.開催場所	
 	
 	
 日本大学経済学部 7号館 13階会議室 B 
3.会員数	
 	
 	
   20名 
4.出席者数	
 	
 	
  5名(委任書 8名) 

内訳（佐藤文宏、高橋慎一、宇佐美彰朗、保原幸夫、野口勝宏 敬称略） 
委任書内訳（山西哲郎、吉村豊、岡田繁、小林哲、山本稔精、田村祐司、中村宏、関口美奈

子 敬称略） 
補助学生（森田稔 敬称略）  

5.議長選任	
 	
 	
 議長として野口勝宏氏が選出された。 
6.議事録署名選任	
 	
 	
 議事録署名人として保原幸夫氏と佐藤文宏氏が選出された。 
7.議事の通過の概要及び議決の結果 
第 1号議案	
 	
 会員異動および役員変更について 

保原事務局長より資料１、資料２及び資料３に基づき内容説明を受けた。 
	
 平成 20年度は新規入会 1名があり、22名となったが、平成 21年度に入り 2名の退会届
があり、これを受理したので会員数は 20名となった。 
役員選任に関して、理事会より新たに常任理事として高橋慎一氏の就任の要請があった。

また、新しく監事として関口美奈子氏、専務理事に保原幸夫氏へ就任要請があった。上柿和

生氏、古西宏治氏、成田重行氏、小林哲氏、藤田勝洋氏、廣瀬重治氏、永田順子氏、山本稔

精氏、西野寿章氏、中村宏氏が任期満了の為役員を退任し、他の理事・監事には引き続き役

員をお願いしたい旨を説明した。 
【JSIE（NPO法人日本市民スポーツ海外交流協会）理事（敬称略）】 
理事長 	
 再任 佐藤	
 文宏 
副理事長 	
 再任 山西	
 哲郎 
副理事長 	
 再任 宇佐美	
 彰朗 
専務理事 	
 新任 保原	
 幸夫（理事としては再任） 
理事 	
 再任 吉村	
 豊 
理事 	
 再任 岡田	
 繁 
理事 	
 再任 野口	
 勝宏 
理事 	
 再任 岡田	
 英孝 
理事 	
 再任 田村	
 祐司 
理事	
 	
 	
 新任	
 高橋	
 慎一 
監事 	
 再任 雨宮	
 輝也 
監事 	
 新任 関口	
 美奈子 
 
以下質疑応答 
Q.任期満了役員の一般会員への変更はお知らせを出すべきではないか？(野口議長) 
A.任期満了役員で退任届けなどを預かっていない方には、総会議事録送付を予定している。 



議長が第 1号議案について挙手による採決を行ったところ、全会一致で承認された。 
 

第 2号議案	
 	
 平成 20年度事業報告承認の件 
保原事務局長より資料 4に基づき内容説明を受けた。 
 
以下質疑応答 
Q.NSVAとの合同研修での参加人数はトータルで 135人ではないか？ (宇佐美副理事長) 
A.宇佐美理事のご指摘の通りで速やかに修正する。(保原事務局長) 
Q.メルボルンマラソン事業は平成 20年度分に含めていないのか？ (宇佐美副理事長) 
A.契約書遅延のため平成 21年度へ繰り越しとなり、含めていない。(保原事務局長) 
 

第 3号議案	
 	
 平成 20年度会計報告承認の件 
保原事務局長より資料 5、資料 6、資料 7、資料 8及び資料 9に基づき内容説明を受けた。 
 
第 2号議案および第 3号議案について議長より中村宏監事から提出された監査報告書の説
明があり、挙手による採決を行ったところ、第 2号議案および第 3号議案は全会一致で承
認された。 

 
第 4号議案	
 	
 平成 21年度事業計画承認の件 

保原事務局長より資料 11に基づき内容説明を受けた。 
  
以下質疑応答 
Q.21年度の市民ランナー交流セミナー目標参加人数は？ (高橋理事) 
A.前年度の参加者数を見ながら速やかに調整していきたい。(保原事務局長) 
Q.平成 20年度になかった新しい事業計画などはないのか？ (宇佐美副理事長) 
A.現在日本クリケット協会と合同でジュニアフェスティバルの計画があり、進行中。できれ
ば正式な事業となるよう努力していきたい。(保原事務局長) 
 
第 4号議案について議長が挙手による採決を行ったところ、全会一致で承認された。 

 
議案第 5号	
 	
 平成 21年度予算計画承認の件 

保原事務局長より資料 12に基づいて内容説明を受けた。 
  
以下質疑応答 
Q.予算案ではやや厳しめの収支となってしまうがどのように補填するのか？ (宇佐美副理
事長) 
A. メルボルンマラソンと市民ランナー交流セミナーにおける事業を積極的にアピールし、
会員獲得と合わせ事業を拡大していきたい。(保原事務局長) 

 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 第 5号議案について議長が挙手による採決を行ったところ、全会一致で承認された。 
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